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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗場防水パンと、該洗場防水パンの洗場床面よりも高さが低くなっている底面に浴槽が
載置された浴槽防水パンとを有する浴室ユニットにおいて、洗場防水パン側の浴槽側面に
設けたエプロンと、該エプロンの下部と洗場床面との間に形成され、洗場床面の湯水を排
水するための排水隙間と、該排水隙間よりも浴槽寄りの上記洗場防水パンと浴槽防水パン
との間に配置され、浴槽防水パンの上記底面よりも溝底面の高さが低く形成された排水溝
部と、該排水溝部の溝底面側に形成された排水口と、上記排水溝部上に配置され、浴槽に
面した立上がり壁部の上部が浴槽防水パンの上記底面よりも高く、かつ、下部が上記底面
より低くなっている止水板とを具備し、上記止水板は、上記排水溝部に嵌め込まれた断面
形状が略コ字型の部分と、上記コ字型の下部に形成された底面部に設けられた排水用孔を
有し、上記排水用孔には、上記排水溝部の排水口に挿入された排水管が接続されているこ
とを特徴とする浴室ユニット。
【請求項２】
　洗場床面の排水勾配をエプロン側に向かってエプロンと略直交する方向に設けたことを
特徴とする請求項１に記載の浴室ユニット。
【請求項３】
　浴槽防水パンの底面から、排水溝部を囲む提部を突設したことを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載の浴室ユニット。
【請求項４】
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　止水板に、排水隙間に位置して複数の排水孔を有する排水部を設けたことを特徴とする
請求項１、請求項２または請求項３に記載の浴室ユニット。
【請求項５】
　止水板の浴槽に面した立上がり壁部の上部が、排水隙間の上縁よりも高くなっているこ
とを特徴とする請求項１、請求項２、請求項３または請求項４に記載の浴室ユニット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、浴槽からの溢れ湯を効率良く排水できるようにした浴室ユニットに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、浴室ユニットにおいては、図９に示すように、高齢者などが浴室ユニット内に出入
りしやすいように、出入口７の段差Ｈを低くし、さらに、浴室ユニット内の洗場防水パン
１から水が簡単に出入口７を乗り越えないように、洗場防水パン１の浴槽３側に溝蓋とし
てのグレーチング９を備えた排水溝１０を凹設した構造のものが知られている（実開平４
－１３０３７２号公報参照）。
【０００３】
また、図１０に示すように、浴槽３の上縁面３ｄに複数の排水孔３ｂを形成するとともに
、浴槽３の側方の裏面３ｃとエプロン４とで囲まれる部分の底面２ａに排水口６を設け、
浴槽３の溢れ水を排水することにより出入口７の段差Ｈを少なくした構造の浴室ユニット
も知られている（特開平９－１３４５９号公報参照）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の技術で述べたもののうち、前者の図９に示した構造においては、排
水溝１０を覆うグレーチング９が必要であり、このグレーチング９が洗場床面１ａに配置
されることにより洗場床面１ａのデザインが限定される、また、グレーチング９に髪の毛
等が詰まると見栄えが悪く、また、清掃性も悪い。さらに、グレーチング９には人が乗る
こともあるから、その重量に耐える強度が必要となって、コストアップになるとの課題が
ある。
【０００５】
一方、後者の図１０に示した浴室ユニットにおいては、上縁面３ｄに複数の排水孔３ｂを
形成する特殊な浴槽が必要であり、また、複数の排水孔３ｂを有する上縁面３ｄは前者と
同様に髪の毛等が詰まり易く、見栄えも悪く、清掃性も悪い。さらに、勢いよく入浴した
場合に上縁面３ｄの排水孔３ｂで排水されず洗場床面１ａにあふれるといった課題を有し
ていたのである。
【０００６】
本発明は、従来の技術が有するこのような課題に鑑みてなされたもので、出入口７の段差
を低くして浴室への人の出入りを容易にするとともに、グレーチング９（図９参照）を不
要として洗場の清掃が容易で、浴槽３からの溢れ湯が効率良く排水でき、さらには、洗場
床面１ａのデザインの多様化に対応でき、通常使用時の見栄えが良い、また、空間の有効
利用が可能な浴室ユニットを安価に提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の発明は、図１に示すように、洗場防水パン
１と、該洗場防水パン１の洗場床面１ａよりも高さが低くなっている底面２ａに浴槽３が
載置された浴槽防水パン２とを有する浴室ユニットにおいて、洗場防水パン１側の浴槽３
側面に設けたエプロン４と、該エプロン４の下部と洗場床面１ａとの間に形成され、洗場
床面１ａの湯水を排水するための排水隙間５と、該排水隙間５よりも浴槽３寄りの上記洗
場防水パン１と浴槽防水パン２との間に配置され、浴槽防水パン２の上記底面２ａよりも
溝底面１４ａの高さが低く形成された排水溝部１４と、該排水溝部１４の溝底面１４ａ側
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に形成された排水口１５と、上記排水溝部１４上に配置され、浴槽３に面した立上がり壁
部１１ｄの上部が浴槽防水パン２の上記底面２ａよりも高く、かつ、下部が上記底面２ａ
より低くなっている止水板１１とを具備し、図２に示すように、上記止水板１１Ｂは、上
記排水溝部１４に嵌め込まれた断面形状が略コ字型の部分と、上記コ字型の下部に形成さ
れた底面部１１ａに設けられた排水用孔１３を有し、上記排水用孔１３には、上記排水溝
部１４の排水口１５に挿入された排水管１２が接続されていることを特徴とする。
【０００８】
請求項１記載の発明によれば、入浴時に浴槽３から洗場床面１ａに溢れた湯水が、浴槽防
水パン２側に流れ、エプロン４の下部と洗場床面１ａとの排水隙間５を通り浴槽防水パン
２側の排水溝部１４に流れ込む。このとき、浴槽３からの溢れ湯に勢いがあっても、エプ
ロン４の下部と洗場床面１ａとの排水隙間５で効率良く飲み込まれ、さらに、止水板１１
に妨げられて浴槽防水パン２までは流れ込まず、排水口１５から排水される。
【０００９】
請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の浴室ユニットにおいて、図１に示すように、
洗場床面１ａの排水勾配θをエプロン４側に向かってエプロン４と略直交する方向に設け
たことを特徴とする。
【００１０】
請求項２に記載の発明によれば、洗場床面１ａのエプロン４側に向かった排水勾配により
直接排水隙間５に流れ、洗場床面１ａの排水が速やかに行なわれる。
【００１１】
請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載の浴室ユニットにおいて、図５
に示すように、浴槽防水パン２の底面２ａから、排水溝部１４を囲む提部８を突設したこ
とを特徴とする。
【００１２】
請求項３に記載の発明によれば、提部８によって、排水溝部１４の容量が大きくなる。
【００１３】
請求項４に記載の発明は、請求項１、請求項２または請求項３に記載の浴室ユニットにお
いて、図３に示すように、止水板１１Ｃに、排水隙間５Ｃに位置して複数の排水孔１１ｆ
を有する排水部１１ｂを設けたことを特徴とする。
【００１４】
請求項４に記載の発明によれば、止水板１１Ｃに排水隙間５Ｃに位置する排水部１１ｂを
設けているため、石鹸等の小物が排水溝部１４に流れ込むことがない。また、排水部１１
ｂは、入浴者が体重をかけることがないため、洗場床面１ａに設ける従来のグレーチング
９（図９参照）ほど強度が必要でなく、浴室ユニットを、軽量、清掃性良好、さらには、
安価な構造に形成できる。
【００１５】
請求項５に記載の発明は、請求項１、請求項２、請求項３または請求項４に記載の浴室ユ
ニットにおいて、図１に示すように、止水板１１の浴槽３に面した立上がり壁部１１ｄの
高さが、排水隙間５の上縁よりも高くなっていることを特徴とする。
【００１６】
請求項５に記載の発明によれば、洗場床面１ａからの排水水流の勢いが強い場合でも、浴
槽防水パン２に排水が漏れ出すことがない。
【００１８】
請求項６に記載の発明によれば、洗場床面１ａからの溢れ湯は、排水隙間５を通って止水
板１１Ｂの断面形状コ字型の部分に流れ込み、直接排水溝部１４の排水口１５に排水され
る。そのため、浴槽防水パン２は清潔な状態が保たれる。また、コの字型の止水板１１Ｂ
を取り外せば排水溝部１４の清掃が容易に行なえる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係わる一実施形態を、図１～図８を参照して説明する。
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【００２０】
図１は、本発明の一実施の形態による浴室ユニットの断面図を示す。図１に示すように、
この浴室ユニットは、洗場防水パン１および浴槽防水パン２を有し、各防水パン１、２の
外周縁には壁１６及びドア１７が立設して形成される。また、浴槽防水パン２の底面２ａ
は、洗場床面１ａより高さが低くしてあり、上記底面２ａに浴槽３の脚３ｅ、３ｅを接す
るようにして浴槽３が設置され、浴槽側面３ａの洗場防水パン１側に着脱自在のエプロン
４を設け、該エプロン４の下部とエプロン４直下の洗場床面１ａとの間には排水隙間５を
設けてある。この排水隙間５よりも浴槽３寄りの上記洗場防水パン１と浴槽防水パン２と
の間、すなわち、エプロン４の裏面４ａと浴槽３の側方の裏面３ｃとで囲まれる部分に、
浴槽防水パン２の底面２ａよりさらに高さの低い排水溝部１４を設けてある。
【００２１】
上記洗場床面１ａの排水勾配θは、エプロン４側に向かってエプロン４と略直交する方向
に設けて、洗場床面１ａの溢れ湯の流れが直接排水隙間５に向かうようになっている。
【００２２】
上記排水溝部１４の溝底面１４ａは排水勾配が付けられ、その最下部に排水口１５が設け
られていて、排水溝部１４に流れた浴槽３からの溢れ湯は、排水口１５に向かい、外部へ
排水される。
【００２３】
また、上記排水溝部１４には止水板１１が配置されている。この止水板１１は、排水溝部
１４の内側面１４ｂの浴槽３側に沿って、溝底面１４ａから排水隙間５の上縁よりも高い
位置まで立ち上げた立上がり壁部１１ｄと、その上部に連なる天井部１１ｃとで形成され
、エプロン４または浴槽３の側方の裏面３ｃに着脱自在に取付けられる。この実施の形態
では、上記天井部１１ｃの縁は、エプロン４の下縁４ｂに引っ掛けて取り付けられている
。このように止水板１１が取り付けられることにより、浴槽３側の上記立上がり壁部１１
ｄの上部は、浴槽防水パン２の底面２ａよりも高く、下部は、浴槽防水パン２の底面２ａ
よりも低くなっていることになる。
【００２４】
上記洗場防水パン１、排水溝部１４および浴槽防水パン２は、一体に成形されたものでも
、各々個別に成形されたものを合わせ面で接合されたものでもよい。
【００２５】
浴槽３からの溢れ湯等は、洗場防水パン１で受けられ、その排水勾配によって直接排水隙
間５に流れて吸い込まれ、排水溝部１４に集まり、さらに、排水口１５から速やかに排水
される。排水溝部１４に勢いよく湯水が流れ込んでも、止水板１１によって妨げられ、湯
水が浴槽防水パン２に入り込むことはない。
【００２６】
図２は、本発明の他の実施の形態による浴室ユニットの断面図を示す。図２の実施の形態
では、止水板１１Ｂとその配水管１２以外は、図１の実施の形態と同様であるので、共通
部分については、同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００２７】
図２に示した止水板１１Ｂは、底面部１１ａと排水溝部１４の両内側面１４ｂ、１４ｃに
沿わせた立上がり壁部１１ｄ、１１ｅとで断面形状略コ字型（以下、コ字型とう）の部分
を形成し、さらに、浴槽３側の立上がり壁部１１ｄの上部から天井部１１ｃを形成してあ
る。洗場側の立上がり壁部１１ｅは、洗場床面１ａの延長線以下までの立上がりとしてあ
る。止水板１１Ｂのコ字型部分は、排水溝部１４の内側に入る大きさとし、コ字型の部分
の底面部１１ａに設けた排水用孔１３に排水管１２を接続してある。上記排水管１２は排
水溝部１４の溝底面１４ａの排水口１５に直接挿入されている。なお、上記止水板１１Ｂ
は排水溝部１４に着脱自在である。
【００２８】
図２の止水板１１Ｂを用いると、そのコ字型の部分に排水が入るから、排水溝部１４に排
水が多量に流れ込まず、排水溝部１４が清潔に保たれる。
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【００２９】
図３は、本発明のさらに他の実施の形態による浴室ユニットの断面図を示す。図３の実施
の形態では、止水板１１Ｃ、エプロン４Ｃ以外は、図１に示す実施の形態と同様であるの
で、共通部分に付いては、同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００３０】
図３の実施の形態においては、エプロン４Ｃの高さを図１のエプロン４の高さよりもやや
短くして、排水隙間５Ｃを大きくしてある。そして、この排水隙間５Ｃの略全幅を止水板
１１Ｃの天井部１１ｃから下方へ延設した排水部１１ｂで覆うようにしてある。排水部１
１ｂには複数の排水孔１１ｆが設けられ、洗場からの湯水は、この排水孔１１ｆを通して
排水溝部１４側へ排水される。
【００３１】
上記止水板１１Ｃは排水溝部１４に着脱自在となっており、止水板１１Ｃを外せば、排水
隙間５Ｃから排水溝部１４を清掃できる。清掃がしやすいように、排水隙間５Ｃは、例え
ば、人の頭が入る程の大きさにするのが望ましい。排水部１１ｂはエプロン４Ｃの下側に
略垂直に設けられるから、入浴者の体重を支える強度は不要で、例えば、ステンレス板ま
たは樹脂板等が用いられる。これにより排水隙間５Ｃから石鹸等の小物が排水溝部１４に
流れ込むことを防止している。
【００３２】
図４は、本発明のさらに他の実施の形態による浴室ユニットの断面図を示す。
図４の実施の形態では、止水板１１Ｄ以外は、図２に示す実施の形態と同様であるので、
共通部分に付いては、同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００３３】
図４の実施の形態においては、図３に示すエプロン４Ｃと同一のエプロン４Ｃを用いて、
排水隙間５Ｃを大きくしてある。そして、この排水隙間５Ｃの略全幅を、止水板１１Ｄの
洗場側の立上がり壁部１１ｅから延設した排水部１１ｂで覆うようにしてある。排水部１
１ｂには複数の排水孔１１ｆが設けられ、洗場床面１ａからの湯水は、この排水孔１１ｆ
を通して排水溝部１４側へ排水される。上記排水部１１ｂは、さらに上方に延設され、エ
プロン４Ｃの下縁４ｂに引っ掛けて取り付けられている。
【００３４】
この止水板１１Ｄも、図３における止水板１１Ｃと同様、排水溝部１４に着脱自在となっ
ており、例えば、ステンレス板または樹脂板等が用いられ、排水溝部１４の清掃に適して
いる。
【００３５】
図５から図８は、それぞれ本発明のさらに他の実施の形態による浴室ユニットの断面図で
ある。これらの実施の形態は、排水溝部１４を囲む提部８を浴槽防水パン２の底面２ａか
ら突設したもので、この提部８により、排水溝部１４の容量が大きくなって、浴槽３から
の溢れ湯が、より多量に流れ込んでも、浴槽防水パン２側へ漏れ出すことがない。
【００３６】
図５は、図１の実施の形態に提部８を設けたものである。図６は、図２の実施の形態に、
図７は、図３の実施の形態に、また、図８は、図４の実施の形態に、それぞれ提部８を設
けたものである。提部８以外は、対応するそれぞれの実施の形態と同様であるので、共通
部分に付いては、同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００３７】
上述の実施の形態における排水隙間５（５Ｃ）や排水部１１ｂは、エプロン４（４Ｃ）の
全幅にわたって設けると洗場床面１ａからの湯水の排水が非常によく好ましいが、必ずし
も全幅にわたらなくても、幅の半分の部分のみ、幅の両側部分のみに設けても排水は充分
に行える。また、排水部１１ｂの排水孔１１ｆの形状は、丸い小孔、細長い孔、その他幅
が小さめの適宜の形状とすることができる。
【００３８】
【発明の効果】
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　以上に説明したように、本発明の請求項１に記載の浴室ユニットは、出入口の段差を低
くして浴室への人の出入りを容易にできるとともに、浴槽からの溢れ湯がエプロン下側の
排水隙間を通りエプロンと浴槽裏面で囲まれた空間で排水でき、洗場床面にグレーチング
を有する排水溝を設ける必要がないため、空間の有効利用ができ、グレーチングがないた
め通常使用時の見栄えも良く、洗場の清掃が容易である、また、洗場床部のデザインの多
用化に対応できるという効果を有する。さらに、止水板の断面形状が略コ字型の部分があ
るから、溢れ湯が浴槽防水パン、排水溝部に流れずに清潔に保たれる。また、着脱自在の
止水板を外せば清掃性が向上する。
【００３９】
請求項２に記載の浴室ユニットは、請求項１の効果に加え、さらに、洗場床面の溢れ湯の
流れの向きが排水勾配に沿って排水隙間に直接向かうから、非常に排水効率が良い。
【００４０】
請求項３に記載の浴室ユニットは、請求項１または請求項２の効果に加え、排水溝の容量
が大きくなるため、浴槽からの溢れ湯の飲み込み量が増え、さらに排水溝に流れた溢れ湯
が浴槽防水パン底面まで広がらず浴槽防水パンを清潔に保つことができる。
【００４１】
請求項４に記載の浴室ユニットは、請求項１、請求項２または請求項３の効果に加え、止
水板に排水隙間に位置する排水部を設けたから、石鹸等の小物が排水溝部に流れ込むこと
がなく、また、排水部は、入浴者が体重をかけることがないため、従来の洗場床面に設け
るグレーチングほど、強度が必要なく軽量で清掃性良好、さらには、安価な構造に形成で
きる。
【００４２】
請求項５に記載の浴室ユニットは、請求項１、請求項２、請求項３または請求項４の効果
に加え、止水板の浴槽に面した立上がり壁部の上部が、排水隙間の上縁よりも高くなって
いるから、排水の勢い強く、あるいは、量が多くても、浴槽防水パンへの漏出阻止が充分
に行なえる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態による浴室ユニットを示す断面図。
【図２】本発明の他の実施の形態による浴室ユニットを示す断面図。
【図３】本発明の他の実施の形態による浴室ユニットを示す断面図。
【図４】本発明の他の実施の形態による浴室ユニットを示す断面図。
【図５】本発明の他の実施の形態による浴室ユニットを示す断面図。
【図６】本発明の他の実施の形態による浴室ユニットを示す断面図。
【図７】本発明の他の実施の形態による浴室ユニットを示す断面図。
【図８】本発明の他の実施の形態による浴室ユニットを示す断面図。
【図９】従来の浴室ユニットを示す断面図。
【図１０】従来の他の浴室ユニットを示す断面図。
【符号の説明】
１　洗場防水パン
１ａ　洗場床面
２　浴槽防水パン
２ａ　底面（浴槽防水パン底面）
３　浴槽
３ａ　浴槽側面
３ｂ　排水孔
３ｃ　裏面（浴槽裏面）
３ｄ　上縁面
３ｅ　脚
４　エプロン
４Ｃ　エプロン
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４ａ　裏面
４ｂ　下縁
５　排水隙間
５Ｃ　排水隙間
６　排水口
７　出入口
８　提部
９　グレーチング
１０　排水溝
１１　止水板
１１Ｂ　止水板
１１Ｃ　止水板
１１Ｄ　止水板
１１ａ　底面部
１１ｂ　排水部
１１ｃ　天井部
１１ｄ　立上がり壁部
１１ｅ　立上がり壁部
１１ｆ　排水孔
１２　排水管
１３　排水用孔
１４　排水溝部
１４ａ　溝底面
１４ｂ　内側面
１４ｃ　内側面
１４ｄ　突縁
１５　排水口
１６　壁
１７　ドア
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